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研究成果の概要（和文）：看護大学教員が行政保健師と協働した教育・研究活動の事例調査から、

教員と保健師との協働活動のプロセス、協働活動における教員と保健師の役割および協働関係

の構築の方法、保健師が認識していた課題の変化、教育（実習）環境づくりや学生の学びへの

影響が確認できた。また、共同研究に取り組む行政保健師と看護系大学教員の協働についての

調査から、教員と保健師と互いに利点をもたらす協働の方法を明らかにした。さらに、文献検

討から、行政保健師の実践改善の方法を概説するなどした。 
 
研究成果の概要（英文）：①We clarified collaboration process between nursing faculties 
and public health nurse(PHN),method of building collaboration partnership, the role of 
nursing faculties and PHN, change of community health problem which PHN perceived, the 
effect on student’s practice environment and student’s learnings.②We clarified 
collaboration method of  Utilization the merits of both PHNs and the faculty.③We 
reviewed solution strategies for community health problems by PHN. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)看護教育・研究者と看護実践者による地域

看護研究の協働の現状報告において、協働

して研究を行なうための必要条件がいくつ

かあると報告されているが、その必要条件

をどう準備し、どのように実施するかは未

だ明らかではない。 

(2)看護教育・研究者が、保健師と協働して研

究に取り組んだ結果、看護の質が向上した

ことによって地域看護実践の目標とされる

地域の健康課題解決にどうつながったのか
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という報告は少ない。 

(3)看護の領域では臨地実習が必要であり、

現場の協力が不可欠である。教育活動にお

ける保健師との協働では、具体的には臨地

実習を通しての協働となるが、それが、教

員にとって、また教育環境づくりにおいて

どのような意味があるのか、また適切な実

習環境づくりに向けて具体的にどのよう

に協働していくのか説明されているもの

はほとんどない。 
２．研究の目的 
(1)大学教員が行政保健師と協働した教
育・研究活動が、どのような重なりによ
って展開され、どのように地域の健康課
題解決に結びついているのか、そのプロ
セスを明らかにする。 
(2)(1)により解決に結びついた地域の健康課

題とはどういうものか、研究開始の時点か

ら、何が、どのように、どの程度課題解決

が促進されたのか、その内容を明らかにす

る。 

(3)(1)において行政保健師と大学教員が果た

していた役割と協働の方法を明らかにする。 

(4)(1)～(3)を通して、地域の健康課題解決

に結びつく教育・研究活動のあり方・方法

を検討する。 
３．研究の方法 
(1)看護大学教員が行政保健師と協働した教

育・研究活動の事例調査 

①対象：平成18～21年度、岐阜県立看護大学

の実習施設であり、かつ岐阜県立看護大学

の共同研究事業を通して、教員と研究的取

り組みを協働で実践する2町の保健師との

教育・研究活動。 

②調査方法：協働活動における教員の姿勢と

しては、保健師が地域の健康課題と認識し

取り組もうとしていることに対して協働し

て関わる。そして、教育・研究を通した協

働活動のプロセスとそれによる変化を記述

する。 

③分析方法 

ｱ．協働活動について、どのような教育活動お

よび研究活動が実践されたのか、プロセス

を分析する。 

ｲ．協働活動における教員と保健師の役割およ

び協働関係がどのように構築されているか

分析する。 

ｳ.開始時点から、保健師が課題と認識してい

た内容が協働活動を通して、どのように変

化したかその内容を分析する。 

ｴ.協働活動が教育（実習）環境づくりや学生

の学びにどのように影響したかを分析する。 

(2)共同研究に取り組む行政保健師と看護系

大学教員の協働についての調査 

①第一段階 

ｱ.対象：2004 年～2006 年に刊行された日本

地域看護学会の学術集会誌（3冊）と日本

地域看護学会誌（6冊）の中から、看護系

大学教員と行政保健師が共同で報告して

いる地域看護の 55の研究課題を選び、研

究メンバーである教員側、保健師側の筆頭

者。条件の外れる者は除外し、最終的に調

査対象となったのは 42研究課題、教員延

べ 42名、保健師延べ 49名。 

ｲ.調査方法：郵送調査。調査期間は2007年1

月5日～2月14日。 

ｳ.調査項目：教員対象の調査と保健師対象の

調査の共通項目は、共同研究の実施体制、

共同研究の取り組み状況の項目、共同研究

のプロセスにおける大学教員と保健師と

の役割分担である。教員に対しては、これ

に加えて、共同研究と教育との関連の項目、

保健師に対しては、共同研究と実践との関

連の項目を設定した。 

ｴ.分析方法：選択式の調査項目については、

項目にそって集計した。記述回答について

は、その意味内容により分類、整理した。 

②第二段階 

ｱ.対象：第一段階の郵送調査回答の中から、

保健師、教員共に調査の承諾の得られた 3

研究課題（教員 3名、保健師 3名）と、筆

者らが把握していた教員と保健師が協働

で報告した地域看護の 3研究課題（教員 4

名、保健師 6名）。 

ｲ.調査方法：研究者 2名による個別のインタ

ビュー調査。 

ｳ.調査項目：共同研究のプロセス、実施して

よかったこと、成果およびその活用等。 

ｴ.分析方法 

各々の記録から、協働の場面・状況を抽出

し、協働の行為とそれに対する教員と保健師

の認識をそれぞれに整理する。そして、協働

の行為と認識をあわせて協働の方法として、

カテゴリ名をつけ、意味内容により分類する。

また、共同研究をしたことの利点と筆者が捉

えたことを記録の中から抽出し、記述の意味

内容で分類する。これらから、教員、保健師

にとって互いに利点をもたらす協働の方法

について考察する。 

(3)実践改善の方法に関する文献調査 

①行政保健師の実践改善の方法に関する文

献調査 
文献検討により、行政保健師による地域の

健康課題解決に焦点をあて、行政保健師が取

り組んだ地域の課題と取り組んだ理由、保健

師が目指したこと、保健師が意図的に周囲を



 

 

巻き込んだ実践方法、および活動の成果を調

べ、行政保健師による地域の健康課題解決の

ための実践方法を概説する。 

②看護系大学における実践・教育・研究の連

携に関する文献調査 

文献検討により、地域看護の分野を中心に、

実践・教育・研究の重なりの現状とその連携

の成果について整理する。 
＜倫理的配慮＞ 
研究方法(1)と(2)の研究計画は、岐阜県立

看護大学研究倫理審査部会の承認を得た。 
４．研究成果 
(1)看護大学教員が行政保健師と協働した教
育・研究活動の事例調査 

①教員と保健師との協働活動のプロセス 
事例 A について述べる。A 町との協働は、

実習や現任教育などの従来実施されてきた

取り組みを保健師と評価するところから始

まった。そして、潜在したニーズを把握し早

期に対応すること、そのためには保健師の力

量の向上が必要であるという実践上の課題

に対して、教員と保健師により、岐阜県立看

護大学の共同研究事業を通して共同研究を

行い、また看護学実習においても、保健師の

活動の充実に寄与し、かつ学生の教育効果も

高めるように、保健師と相談しながら実習内

容を企画し、実施するものであった。 

そのプロセスは、協働活動の計画、実施、

評価、そして、計画修正、実施という循環し

ながら発展するサイクルですすんでいたこ

とが確認できた。 

共同研究と看護学実習の連動におけるプ

ロセスでは、共同研究として家庭訪問の視点

や地区特性の視点を検討する上で、保健師の

活動を素材にするだけでなく、3 年次単独家

庭訪問実習の学生のカンファレンス記録（家

庭訪問結果を集約した記録）も検討材料とし

た。そのために、教員は保健師と、単独家庭

訪問実習の対象選定やカンファレンス内容

について相談した。保健師は、意図的かつ積

極的に対象を選定し、実習当初のオリエンテ

ーションにおいても、保健師の活動方針や保

健師の問題意識等について熱意をもって学

生に説明した。また、学生の訪問計画確認や

日々・最終のカンファレンスに、前年以上に

保健師の参加があるなど積極的な実習指導

がなされ、実習としても充実したものになっ

た。つまり、実習指導においても教員と保健

師との協働がすすみ、実習指導体制が一層整

い、学生の実習内容の充実につながるプロセ

スであったと考えられた。 

特に、共同研究のプロセスは、研究的に取

り組んだ活動内容とその結果を文章化し、そ

れを保健師等全スタッフで読み返し、住民ニ

ーズにあったものになっているか活動を振

り返り、一人ひとり気づきを述べ共有したこ

とで、保健師の援助方法・地区活動方法の開

発のヒントになり、実践の改善を図る方向性

を見出すと同時に、保健師がその援助・地区

活動の意味を再確認し、学びを得るプロセス

であったと考えられた。 

この町の保健師リーダーは、本学大学院を

終了しており、活動の方向性として示されて

いた潜在化予防を強化した保健師活動や地

区分担制、地区巡回健康相談は、大学院の実

践研究において考案されたものであった。教

員と保健師との協働活動は、その考案された

保健師活動が目的に向かって着実に行われ

るための軌道修正の機会、そして、全スタッ

フが活動を推進していく後押し、つまり大学

院修了生が目指した活動を側面的に支援し

たプロセスでもあったと思われた。 

②教員と保健師の役割および協働関係の構

築の方法 

教員と保健師との協働関係の構築におい

て、下記の8つのキーとなる要素を抽出した。 

「共通認識をもつこと」、「互いに利点が

あること」、「それぞれの立場で助力の意思を

もって、具体的に協働活動の計画を立案し、

実行にうつすこと」、「互いの立場で主体的に

責任を果たそうとすること」、「協働した取り

組みや保健師の活動の目標・結果を振り返り、

活動計画を修正すること」、「保健師が取り組

む活動が住民のニーズにあっているか検討

すること」、「援助の意味や保健師の存在価値

を認識し、互いに共有すること」、「保健師の

学習の機会として組織的に取り組めるよう

にすること」であった。 

教員と保健師との間で協働関係を構築す

る上では、活動のための資金、研究倫理審査

での計画の承認、大学図書館の活用、公表の

機会があることが協働活動の基盤として必

要と考えられた。 

教員の役割としては、「保健師が研究的に

取り組んだ活動内容を言語化、文章化するこ

とを支援し、住民ニーズにあった活動となっ

ているか検討することを通して、保健師が活

動方法を開発しながら、実践の改善を図る方

向性を見出せるようにすると同時に、その活

動の意味や保健師の存在意義への学びを深

められるようにして、保健師の活動の推進を

後方支援する役割」、「開始、実行、評価の全

ての段階において、課題解決に向けた取り組

みの妥当性確保を支援する役割」、「協働の相

手となる組織の人材育成体制の状況を判断

し、それが整っていない場合には、人材育成



 

 

を側面的に支援する役割」、「計画の時点から

研究結果を保健師、関係者、住民へフィード

バックする方法を計画に組み込み、研究成果

を教員と保健師間で共有し、今後の教育活動

および保健師の実践に活用できるものにし

ていく役割」、「保健師の学びや成長にとって

の観点から、また実践上の課題解決の観点か

ら、協働での取り組みを常に評価していく役

割」があると考えられた。また、事例 Aを通

して、今後教員に求められる役割として考え

たことは、「県や保健所と協働して、研究的

取り組みを通して人材育成をしていく現任

教育体制の構築を支援する役割」であった。 

保健師の役割としては、保健師の立場にお

いて主体的に役割を担い、保健師の取り組み

の成果として、実践として改善されたことは

何か、その実践は住民ニーズにどのように対

応しているのか、地域にとってどのような意

味や成果があったのかを整理し、住民にみえ

る形にして住民に発信する役割があると考

えられた。 

③保健師が認識していた課題の変化 

 保健師の実践に変化があり、保健師の実践

上の課題であった地域の潜在ニーズを捉え、

早期に対応することにおいてどのような意

味があったのか考察した。 

④教育（実習）環境づくりや学生の学びへの

影響 

実習環境（ソフトの面）の変化としては、

実習の企画・調整、学生が訪問する対象の選

定、学生への指導において、充実がみられた。 

 学生の学びの内容では、看護の基本につい

ての学びと、個別援助と地域の特性・ニーズ

の明確化とを関連させた学びが確認できた。 

これらから保健師の活動の充実を図るプ

ロセスに学生実習を連動させることは、実習

目標の到達に向けて学生が学びを深められ

るような実習の協力・支援・指導が実習施設

の保健師から得られる教育効果をもたらす

と考えられた。 

(2)共同研究に取り組む行政保健師と看護系

大学教員の協働についての調査 

①第一段階 

教員は、研究課題 21件、教員述べ 21名か

ら回答があった。（教員述べ人数における回

答率 50%）。保健師は、研究課題 28件、保健

師述べ 28名から回答があった（保健師述べ

人数における回答率 57.1%）。 

②第二段階 

調査対象の共同研究の方法は様々であっ

た。共同研究をすることは、保健師と教員間

において協働関係をつくりながら、保健師と

教員のみにとって利点があるのではなく、住

民サービスの向上や地域の看護職への波及

も含めた地域にとっての利点があり、保健師、

教員、地域にとって「三方良し」の利点があ

ることが確認できた。 

共同研究の開始の段階、調査の準備・実

施・分析の段階、成果の共有と公表の段階ご

とに、教員と保健師それぞれにおける協働の

方法が明らかになった。 

(3)実践改善の方法に関する文献調査 

①行政保健師の実践改善の方法に関する文

献調査 

行政保健師による地域の健康課題の解決

を図るとは、直面している課題の解決を図る

だけでなく、今後も同様の課題が出現したと

きに解決できるように、継続して実践や体制

を改善することであった。 

周囲を巻き込みながら地域の健康課題解

決を図る実践方法は、①保健師は行政に所属

する看護職として、地域の住民の健康生活に

責任をもち役割を発揮する立場にあるとい

う活動姿勢をもち、地域の健康課題に対して

感度を高くして気づき、その健康課題を多角

的、総合的に分析する一方で、実践上の課題

など活動の基盤を分析し、取組むべき課題の

優先度を見極める。②関係機関や住民など

様々な人と協働しながら、一方で、組織的に

課題解決に取り組む。③様々な人と協働する

上では、協働する相手は異なっても、地域の

課題・活動の目的・各々の役割を共有し、共

通認識を醸成する。④とりわけ、住民との協

働においては、地域の実態や課題を可視化し

て、住民にとってわかりやすく説明すること

が前提である。 

②看護系大学における実践・教育・研究の連

携に関する文献調査 

実践と教育との連携に関する文献（看護学

実習を通した連携や大学院教育での授業を

通した連携、大学と臨床との連携のための体

制づくり）、実践と研究との連携（研究を通

した連携、大学と臨床との連携のための体制

づくり）、実践・教育・研究を推進するため

の連携組織に関する文献等を調べ、大学教員

と保健師との協働のあり方・方法を検討する

ための基礎資料とした。 
(4)地域の健康課題解決に結びつく看護系大

学教員が行政保健師と協働する教育・研究活

動のあり方・方法 

 全ての調査から、看護系大学教員と行政保

健師が協働して行う教育・研究活動の成果に

ついて、その機能の領域と、成果が及ぶ人・

場の観点から整理した。 
看護系大学教員と行政保健師が協働して

行う教育・研究活動は、教員にとっては、研



 

 

究活動の発展や教育活動の充実、そのための

研究資金の確保がなされ、保健師においては、

妥当性のある研究的取り組みにより、実践の

改善・充実・開発がすすみ、保健師の専門職

としての人材育成につながることが考えら

れた。そして、これらを通して、地域におけ

る住民サービスの向上や健康指標の改善に

つながっていると考えた。教員と保健師が協

働した教育・研究活動のあり方は、地域へも

波及効果があることを確信し、教員と保健師

の双方に成果をもたらしていることを認識

しながら、また、その成果を双方が活用でき

るように、活動を計画し、実行、評価、修正

し、発展させていくことであると考えた。そ

のためには、実践、教育、研究活動を連携さ

せていく組織や連携のための基盤（資金等）

が必要である。 
ユニフィケーション・モデルのような連携

組織をもたない場合の大学（教員）と現場（保

健師）の協働の工夫について、本研究結果か

ら、実践上の課題と連動させて学生実習を行

なう方法が確認できた。そのためには、教員

は、保健師の活動方針は何か、どのように活

動を推進していくか、その上で実習をどうす

るかを保健師と組織的に、繰り返し話し合い

をしていくことが大切で、それが、実習指導

にも活かされ、学生の学びの深まりや実習指

導の充実などの教育効果をもたらすと考え

られた。さらに、その結果を活用して、保健

師の活動の検討に活用する方法も確認でき

た。 
本研究において、教員が保健師と協働関係

を構築する上での具体的なキーとなる要素

を明らかにできたことから、これらの要素を

大切にしながら、教育・研究活動を連動させ

ていくことが協働の方法として考えられた。 

教員の役割としては、①保健師が研究的に

取り組んだ活動内容・結果の言語化や文章化

により、活動の振り返りを支援する役割、②

協働活動を具体的にすすめる中で、住民ニー

ズに即した援助となっているかを問う役割、

③①②を通して、保健師としての責任を果た

す活動方法の開発を導き、修正をしていくと

同時に、その援助の意味や保健師の存在意義

について保健師の学びを深める役割、④開始、

実行、評価の全ての段階において、課題解決

に向けた取り組みの妥当性を保証する役割、 

⑤協働の相手となる組織の人材育成体制

の状況を判断し、それが整っていない場合は、

人材育成を側面的に支援する役割、⑥計画の

時点から研究結果の保健師、関係者、住民へ

のフィードバックの方法を計画に組み込み、

研究成果を教員と保健師間で共有し、今後の

教育活動および保健師の実践に活用できる

ものにしていく役割、⑦保健師の学びや成長

にとっての観点から、また実践上の課題解決

の観点から、協働での取り組みを常に評価し

ていく役割、⑧県や保健所と協働して、研究

的取り組みを通して人材育成をしていく現

任教育体制の構築を支援する役割があるこ

とを導いた。 
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